
新
島
基
金
に
ょ
る
新
島
講
座
に
つ

、

て

し

同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
記
念
事
業
寄
付
金
の
一
部
を
も
っ
て
新

島
基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

゛
ー
!
゛
゛
!
ー

0
新
金
の
目
的

新
島
基
金
は
、
同
志
社
立
学
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
人
問
教
育
を
強
化
し
、
教
育
内

容
の
高
度
化
を
図
り
、
教
奄
研
究
の
国
際
交
流
を
推
進
し
、
も
っ
て
一
国
の
良
心
た

り
う
る
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

圃

基
金
の
果
実
を
も
っ
て
①
新
島
講
座
の
製
②
新
た
な
奨
学
制
度
の
W

教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

゛

0
新
島
講
座

新
島
講
座
は
、
つ
ね
に
時
代
を
先
導
す
る
黒
社
の
教
育
と
研
究
が
、
更
に
一
届
充

実
、
発
展
し
、
ま
た
そ
の
成
果
が
社
会
の
穩
に
寄
与
す
る
よ
う
に
と
願
っ
て
新
島
基

金
の
目
的
事
業
の
一
つ
と
し
て
登
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
外
の
碩
学
を
招
鵬
し
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
講
座
と
、
本
学
園
教
職
員
が
そ
の
研
究
成
果
を
窕
表
す
る
東
京

'
座
の
元
類
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

第
十
回
新
島
講
座

<
,
年
六
月
十
.
一
日
(
木
)
、
十
三
日
(
釡
)
の

二
H
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

大
学
名
誉
教
授
、
ニ
イ
ー
ル
・
エ
ル
ガ
ー
・
ミ
ラ

博
ヒ
を
迎
え
第
十
唖
欝
講
座
公
胤
淡
会
か
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

0
テ
ー
マ
「
忠
怖
(
不
女
)
の
実
験
的
研
究
と
そ

の
脚
儒
禽
」

大
同
十
二
日
午
後
四
時

同
喜
新
島
会
鯲
大
研
修
室
全
階
)

人
、
、方

0
テ
ー
マ
「
身
体
的
健
器
及
ぽ
す
心
理
的
ス
ト

レ
ス
と
'
兄
服
の
効
米
」

大
月
十
一
一
 
H
午
後
一
時

於
伺
倉
大
学
神
学
壁
ヤ
ペ
ル

!
ー
ー

ミ
一
フ
1
博
ヒ
は
、
織
界
の
心
郡
γ
界
に
お
け
る

泰
斗
で
あ
る
。
イ
ェ
ー
ル
大
〕
遜
代
を
ふ
り
出
し

に
、
一
九
六
窪
ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
大
学
生
埋
心

講
演
要
旨

ーー紹介
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理
研
究
室
に
迎
え
ら
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
博
士
の
希
的
研
究
は
、
学
習
金
学
、
行

動
薬
理
学
、
医
学
心
理
学
の
分
野
に
お
い
て
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
そ
の
脚
か
し
い
業
鞁
は
枚
挙

の
い
と
ま
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

紹

恐
怖
と
精
神
的
健
康

第
一
回
倫
演
は
、
「
恐
仰
(
不
安
)
の
実
験
的

研
究
と
そ
の
臨
床
的
恵
義
」
と
題
し
、
情
緒
的
ス

ト
レ
ス
が
人
間
の
行
動
器
を
形
成
す
る
成
立
の

過
程
と
、
ス
ト
レ
ス
の
克
服
方
法
化
関
し
て
、
動

物
の
実
験
的
研
究
か
ら
得
た
知
見
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

提
出
さ
れ
九
。
例
え
ぱ
ヴ
ァ
イ
ス
の
共
同
実
験
で

は
、
電
気
シ
,
ツ
ク
が
来
る
こ
と
を
ブ
ザ
ー
音
で

予
期
で
き
、
回
転
く
る
ま
を
回
す
こ
と
で
シ
"
ツ

ク
を
回
避
で
き
る
こ
と
を
学
習
し
た
ネ
ズ
ミ
と
、

い
つ
シ
,
ツ
ク
が
く
る
か
予
測
が
不
可
能
で
、
シ

"
ツ
ク
を
回
避
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
絶
望
的
な

ネ
ズ
ミ
と
の
行
動
と
生
理
学
的
変
化
が
比
較
さ
れ

九
。
結
果
は
、
ス
ト
レ
ス
対
処
可
能
ネ
ズ
ミ
に
比

べ
て
、
対
処
不
可
能
な
ネ
ズ
ミ
で
は
、
脳
内
の
ノ

ル
エ
ヒ
ネ
フ
り
ン
と
い
う
物
質
が
減
少
し
そ
の
九

め
人
間
の
う
つ
病
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
制
U
を

解
剖
す
る
と
、
い
く
つ
も
の
潰
癌
が
で
き
て
い
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
実
繋
ら
、
人
間
は
、

八
方
ふ
さ
が
り
の
議
や
葛
藤
畿
に
直
而
し
、

し
か
も
対
処
(
克
服
)
の
手
段
が
全
く
な
い
と
き

に
、
皷
も
強
い
惰
緒
の
混
乱
を
生
じ
る
こ
と
が
木

唆
さ
れ
た
。
ま
九
、
ス
ト
レ
ス
に
徐
々
に
馴
れ
て

い
る
ほ
う
が
、
馴
れ
て
い
な
い
人
に
比
べ
る
と
そ

の
パ
ニ
ッ
ク
の
程
疫
は
小
さ
く
て
す
む
し
、
ま
九
、

恐
怖
が
い
つ
く
る
か
全
く
不
確
定
な
轟
は
、
あ

ら
か
じ
め
分
か
っ
て
い
て
、
一
倦
が
で
き
て
い
る

事
態
に
比
べ
る
と
、
よ
り
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
生

じ
る
の
で
あ
る
。

ラ
ー
博
士
は
、
こ
の
分
野
で
の
先
駆
者
で
あ
る
。

本
誠
演
で
は
、
恬
動
的
ス
ト
レ
ス
が
い
か
に
心
臓

血
管
系
や
刷
綴
に
強
い
叢
毛
及
ぽ
す
か
を

動
物
突
験
か
ら
得
ら
れ
た
研
究
を
と
お
し
て
力
説

さ
れ
た
。
ま
た
、
情
動
ス
ト
レ
ス
下
で
身
体
内
に

生
じ
る
生
化
学
的
な
ら
び
に
神
経
生
理
学
的
変
化

に
つ
い
て
も
多
く
の
実
験
例
が
報
告
さ
れ
た
。
さ

ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
情
動
的
ス
ト
レ
ス
が

免
疫
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
最

近
の
新
し
い
研
究
成
果
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
入
学
誤
前
夜
に
は
、
受

験
生
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
A
型
輩
が
低
下
す
る

な
ど
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
数
々
の
事
例
が
報
告
さ

オ
ナ二

回
倫
演
と
も
、
各
会
場
は
立
錐
の
余
地
も

な
い
ほ
ど
で
参
加
者
一
同
深
い
感
動
を
覚
え
た
。

ま
六
質
疑
応
答
も
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ

九
。

ス
ト
レ
ス
と
身
体
的
健
康

第
二
回
目
の
惑
は
、
「
心
理
的
ス
ト
レ
ス
と

克
服
が
身
体
の
健
康
に
及
ぽ
す
彬
と
血
し
て

な
さ
れ
た
。
近
年
、
注
同
さ
れ
て
き
た
健
忠
理

学
は
、
身
体
的
病
気
の
予
防
と
治
療
を
心
理
学
的

観
察
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
問
で
あ
る
が
、
、
て

介^
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新
島
講
座
・
講
演
内
容
公
刊
に
つ
い
て

0
第
一
回
講
座

「
↓
工
圃
戸
弱
男
ン
ぜ
劣
↓
仂
↓
0
ご
ン
K
」

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
副
学
長

。
フ
ロ
ッ
サ
ー
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
博
士

頒
価
七
0
0
円

0
第
二
回
講
座

「
m
↓
召
ン
冨
m
 
0
剛
 
0
刈
ン
n
圃
」

1
m
-
d
U
一
則
m
 
0
司
〕
O
Z
ン
↓
工
)
Z
 
昌
・

乏
>
召
m
、
 
m
ン
冨
d
m
刷
戸
↓
ン
K
戸
0
刈

8
げ
男
日
0
則
ン
Z
■
乏
戸
冨
ン
冨

、
ン
冨
国
m
1

゛
＼

ー
ド
大
学
教
授

ハリ
チ
ャ
ー
ド
・
一
フ
ィ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ

1
博
士

,

0
第
四
回
講
座

「
n
エ
ン
Z
金
Z
0
 
男
一
一
勗
工
ぐ
易
乏
仂
 
0
司

]
ン
司
ン
Z
 
m
-
z
n
則
↓
工
圃
忌
↓
エ
ハ
団
Z
・

-
d
刈
K
L

ロ
ン
ド
ン
大
学
(
仂
0
)
m
)
教
授
・
日
木
研

究
所
所
長

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ユ
一
フ
ル
ド
・
ビ
ー
ズ
リ
ー

博
士

0
第
三
回
講
座

「
一
冨
男
0
司
副
m
-
C
Z
ン
冨
N
ン
一
一
0
乞

0
司
 
m
δ
一
則
Z
ハ
詞
」

1
劣
ン
之
n
圃
=
谷
1
易
ぎ

δ
0
冨
勺
ン
冨
ご
一
0
 
一
工
国
 
d
Z
一
↓
昌

m
一
ン
↓
団
m
 
一
ゆ
ざ
1
一
中
谷
1

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ー
ル
ス
ト
ン
・
ギ
リ
ス
ピ

1
博
士

頒
価
七
0
0
円

頒
価
一
、
三
0
0
円

0
第
五
回
講
座

「
宮
如
男
)
営
m
冨
、
 
n
o
z
m
男
ぐ
ン
↓
一
m
三
、

曳
口
)
又
男
一
9
Z
 
ヤ
0
三
一
一
δ
m
」

コ
ー
ネ
ル
大
学
教
授

セ
オ
ド
ア
・
J
・
ロ
ウ
ィ
博
士頒

価
五
0
0
円

営
Z
o
d
-
m
一
一
n
m
"
ヤ
ン
m
↓
、
男
則
仂
圃
Z
-
"

ン
乞
U
 
司
d
↓
d
刈
則
L

ロ
ン
ド
ン
大
学
(
m
0
ン
m
)
教
授
言
語
学
部
長

ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ウ
ビ
ン
ズ
博
士

頒
価
五
0
0
円

頒
価
一
、
 
0
0
0
円

0
第
六
回
講
座

「
δ
工
刈
昂
↓
一
ン
Z
 
三
↓
Z
団
m
m
 
冴
δ
工
一
Z
ン

-
0
ロ
ン
一
L

南
京
大
学
副
学
長
・
南
京
協
和
神
学
院
院
長

中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
主
席

丁
祈
先
生

第
一
回
東
京
講
座

0
「
環
境
と
法
律
L

ー
ハ
ー
ヴ
ブ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
教

え
て
ー

元
伺
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
現
東
京
大
学

法
学
部
教
授
藤
倉
皓
一
郎

0
「
時
間
と
人
閥
の
経
済
活
動
」

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
棚
原
胖
夫

第
二
回
東
京
講
座

0
「
白
砂
を
訪
ね
て
」

1
鳴
き
砂
の
秘
密
1

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
三
輪
茂
雄

第
三
回
東
磊
座

0
「
縁
起
絵
巻
の
世
界
」

1
日
本
人
の
信
仰
に
関
連
し
て
ー

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
笠
井
昌
昭

0
「
財
閥
の
家
憲
と
華
族
の
家
應
」

ー
と
く
に
財
産
管
理
に
つ
い
て
ー

同
志
社
大
学
商
学
部
教
授
安
岡
重
明

第
四
回
東
京
講
座

1

0
第
七
回
講
座

「
↓
舌
0
冨
一
一
δ
ン
げ
ン
Z
口
)
ヤ
勺
冨
昌

頒
価
七
0
0
円

^紹介
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介
 
0
「
新
島
喪
全
集
を
め
ぐ
っ
て
」

1
新
島
襄
と
仏
教
徒
た
ち
ー

学
校
法
人
同
志
社
社
史
資
料
室
室
長

河
野
仁
昭

0
「
同
志
社
ラ
ク
ビ
ー
と
と
も
に
」

黒
社
大
学
文
学
部
教
授
岡
仁
詩

第
五
回
東
京
講
座

0
「
新
島
襄
と
科
学
」

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
島
尾
永
康

0
「
最
近
の
医
療
問
題
」

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
大
谷
實

第
六
回
東
京
露

Q
磊
化
社
会
の
生
活
構
造
と
生
活
問
題
」

同
志
社
女
子
大
学
教
授
坂
本
武
人

0
「
新
島
襄
と
自
然
科
学
教
育
L

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
末
光
力
作

各
冊
子
と
も
頒
価
五
0
0
円

発
行
者
・
学
校
法
人
同
志
社

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
電
話
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三
七
t
八
)

『
池
袋
清
風
日
記
1
明
治
十
七
年
1
』

リ
バ
イ
バ
ル
の
様
相
(
三
月
)
、
新
島
襄
校
長
の

二
度
目
の
外
遊
へ
の
旅
立
ち
(
四
月
)
、
徴
兵
令

改
正
に
と
も
な
う
学
内
の
動
揺
(
一
月
t
三
月
)
、

卒
業
式
(
六
月
)
、
彰
栄
館
の
建
設
(
七
月
1
九

月
)
、
キ
リ
ス
ト
教
演
説
会
と
そ
の
妨
晝
そ
の

他
、
重
要
な
記
録
が
少
な
く
な
い
。

清
風
に
在
学
中
か
ら
桂
園
派
の
歌
人
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
寮
の
彼
の
居
室
で
の
和
歌
指
導
の

模
様
や
、
歌
人
と
の
交
友
の
記
録
は
、
近
代
文
学

史
の
資
料
と
し
て
も
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
明
治
十
七
年
に
清
風
か
ら
和
歌
の
指
導
を
う

け
て
い
る
寮
生
に
は
、
大
西
祝
、
安
部
磯
雄
、
湯

浅
吉
郎
、
三
輪
礼
太
郎
、
滝
能
武
太
ら
が
い
る
。

文
人
の
筆
に
な
る
だ
け
に
、
記
録
の
固
苦
し
さ

は
余
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

編
集
・
発
行
同
志
社
社
史
資
料
室

明
治
十
八
年
六
月
に
、
同
志
社
英
学
校
邦
語
神

学
科
を
卒
業
し
、
同
志
社
女
学
校
教
員
、
同
志
社

図
轡
館
司
書
を
つ
と
め
た
池
袋
清
風
が
、
日
々
の

出
来
事
を
克
明
に
記
録
し
た
明
治
十
七
年
の
日
記

全
文
が
、
こ
の
ほ
ど
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
た
。

清
風
の
こ
の
日
記
の
原
本
は
、
大
正
十
三
年
に

清
風
の
遺
族
か
ら
同
志
社
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
松
浦
政
泰
著
『
同
志
社
口
ー
マ
ン
ス
』
の
ほ

か
、
『
同
志
社
五
十
年
史
』
、
『
同
志
社
百
年
史
』

な
ど
の
編
纂
の
際
に
一
等
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
た
が
、
全
文
の
翻
刻
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。

学
生
生
徒
の
修
学
、
伝
道
を
は
じ
め
寮
生
活
、

教
員
(
外
国
人
教
員
を
含
む
)
の
動
静
な
ど
が
、

こ
れ
ほ
ど
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
例
は
、
目
下

の
と
こ
ろ
同
志
社
に
は
他
に
な
い
。
空
前
絶
後
の

上
・
下
各
一
0
0
0
円

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
電
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三
七
t
八
)
ま
で

風

-112-


